





























　Satta Honshin, a priestess of the Jodo Shu, did charity and relief work in many disaster 
areas from Middle Meiji to Taisho era.  Her works may exceed 60,000 but only a few records 
are left.  Tokuun-ji Temple in Mikawa, Aichi has valuable records.  This is the report to 





























































































































































































































or, The Lotus Gospel and its Bodhisattvas」（1913刊）巻頭には，そのことを記して大隈侯への献辞と
している。
　　　研究に明け暮れる夫人に突然，第一次世界大戦に従軍中の長男戦死の悲報がおそった。夫人は急ぎ帰
国するに際して，それまで日本で収集した研究資料，図書約1500冊，仏画・器物約500点を同好の士の研
究に資するために，と早稲田大学に寄贈された。大隈侯敬慕の念からであり，大学はこれを「ゴルドン
文庫」として記念することとした。
　　　帰国した夫人のその後の動静は未詳であるが，1912（大正９）年には再度来日して，京都ホテルに滞
在し研究三味の日々を送っていたことはわかっており，その間に著書も数冊刊行されている。この来日
の折りには夫も既になく，体も弱っていて６年間の滞在中１日も外出することなく過ごされたという。
1925（大正14）年６月27日，宿痾の腎臓病が悪化，京都ホテルの一室で生涯を閉じた。74才であった。
　　　旧図書館の象徴として事務所入口（現高田早苗記念研究図書館入口）に立つ一対の羊の像もゴルドン
夫人寄贈の文物の一つで仏基一元の一つの証しとなるものであるといわれる。当時建築中の図書館にこ
の像を置くことは当初からの案であったというが，夫人の没年に図書館の建築が成り，訃報を聞きなが
ら石羊の取り付けを行なったのも，奇しき因縁と思える。
　　　葬儀は京都東寺で仏式によって行なわれ，墳墓は高野山，景教碑の傍らにある。
（鎌倉喜久恵「E.A. ゴルドン（1851－1925）」ふみくら：早稲田大学図書館報）No.38（1992.12.5））
追記 : 本研究ノートを作成するにあたり，徳雲寺檀家総代颯田洪氏，颯田本真尼を顕彰するため遺跡を調査さ
れている豊前善光寺菅野真慧浄尼にお世話になりました。感謝申し上げます。
